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新年のご挨拶

ロケット打上げについて／コンテンツ

まちのわだい

大学進学等奨学生追加募集／黄色いシールにご注意

国民健康保険税にかかる仮算定廃止について③

令和７年度串本町学童保育所入所申込のご案内

令和６年第４回定例会諸報告

まちの財政状況をお知らせします

町営住宅入居者募集

医療費通知の発送回数変更／動物駆逐用煙火講習会

マイナ保険証を基本とする仕組みへ移行しています

脳ドック助成事業について

健幸寿命を延ばすための講演会／自衛官等募集案内

健康だより／献血

よろこび・かなしみ／ご寄附をいただきました／総合

運動公園料金（町外）の改定

火災・救急件数／人口と世帯／お知らせ／相談／

今月の納税

1月

カイロスロケット打上げについてカイロスロケット打上げについて

　３月の初号機から９か月を経て、打ち上げられたカ

イロスロケット２号機。ついに１２月１８日、轟音と

ともに真冬の青空を貫いて宇宙空間に達しました。

　残念ながら“衛星の軌道投入”という完璧な成功に

は至りませんでしたが、スペースワン社からは「早期

に原因を究明するとともに、より信頼性を高めながら、

３号機の準備を進めていきたい」との発表がありまし

た。

　大いなる挑戦には必ず試練がついてまわります。３

号機の打上げ時期はまだ未定ですが、皆さんとともに

引き続きこの果敢な挑戦を応援していきたいと思いま

す。

打上げ模様については
２月号で詳しくお知らせします。

　
子
ど
も
の
成
長
や
五ご

こ

く穀
豊ほ

う
じ
ょ
う

穣
を
願
う

「
ね
ん
ね
こ
祭
り
」
が
12
月
１
日
、
田

原
地
区
の
木こ

の

は葉
神
社
で
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
本
例
祭
は
、
和
歌
山
県
の
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
午
前
７
時
ご
ろ
に
は
お
ひ
つ
を
頭
に

の
せ
た
ご
飯
持
ち
巫み

こ女
を
先
頭
に
「
朝

日
遥よ

う
は
い拝

行
列
」
が
神
社
を
出
発
。
井
谷

正
守
宮
司
が
鈴
を
一
振
り
す
る
ご
と
に

一
歩
ず
つ
進
み
、
約
１
０
０
ｍ
先
に
あ

る
遥
拝
所
ま
で
１
時
間
ほ
ど
か
け
て
歩

き
ま
し
た
。

子
ど
も
の
成
長
や
五
穀
豊
穣
を
願
っ
て

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「
ね
ん
ね
こ
祭
り
」

ゆっくりと進む「朝日遥拝行列」

　
本
殿
で
は
、
５
年
ぶ
り
に
子
ど
も
巫

女
に
よ
る
「
浦
安
の
舞
」
を
奉
納
。
拝

殿
の
畳
の
間
で
は
、
子
ど
も
を
あ
や
す

様
子
を
表
現
し
、「
ね
ー
ん
ね
こ
、
ね
ー

ん
ね
こ
、
お
ー
ろ
ろ
ん
よ
ー
」
と
歌

う
「
子
守
神
事
」
が
、
境
内
で
は
田
原

獅
子
保
存
会
に
よ
る
獅
子
舞
奉
納
が
執

り
行
わ
れ
、
独
特
の
神
事
を
見
る
た
め

早
朝
か
ら
多
く
の
参
拝
客
が
訪
れ
ま
し

た
。

　
ご
飯
持
ち
巫
女
を
務
め
た
下

し
も
む
か
い

向

菜な

な

こ

々
子
さ
ん
は
「
お
ひ
つ
は
重
か
っ
た

け
ど
楽
し
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。 子守神事の様子

田嶋町長（左）と松尾支社長（右）田嶋町長（左）と松尾支社長（右）

ま
っ
て
自
分
の
中
で
考
え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
気

づ
い
た
り
、
立
ち
止
ま
っ
た
り
す
る
こ

と
が
と
て
も
大
切
」
と
伝
え
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災

者
へ
の
「
深
い
悲
し
み
と
、
絶
望
的
な

困
難
に
負
け
な
い
で
」
と
い
う
想
い
を

込
め
て
制
作
し
た
、
短
め
で
頭
に
も
、

首
に
も
ま
け
な
い
タ
オ
ル
の
テ
ー
マ
ソ

ン
グ
「
ま
け
な
い
タ
オ
ル
」
を
熱
唱
。

被
災
地
支
援
の
映
像
が
流
れ
る
中
、
力

強
い
歌
声
で
来
場
者
の
心
に
残
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
届
け
ま
し
た
。

い
の
ち
と
心
を
伝
え
る
愛
の
う
た

令
和
６
年
度
　
人
権
講
演
会

　
11
月
19
日
、
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー

で
串
本
町
人
権
委
員
会
の
主
催
に
よ
り
、

人
権
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
奈
良
県
の
寺
院
で
住
職
を

務
め
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
と

し
て
も
活
動
さ
れ
て
い
る
〝
や
な
せ

な
な
〟
さ
ん
。
講
演
会
で
や
な
せ
さ
ん

は
、
子
宮
体
が
ん
を
患
っ
た
際
に
、
周

囲
か
ら
か
け
ら
れ
た
言
葉
で
、
傷
つ
い

た
と
い
う
経
験
か
ら
、「
優
し
さ
で
発

し
た
私
た
ち
の
言
葉
が
、
誰
か
を
深
く

傷
付
け
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
話

し
、「
声
に
出
す
前
に
、
一
度
立
ち
止力強く歌い上げるやなせさん

モニターで映される被災地支援の様子

Town Topics
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教育課からのお知らせ

　串本町では、大学・専門学校等に進学後、奨学金の貸与（無利子）を希望される方を

対象に、次のとおり奨学生を追加募集します。

　※現在、大学等に在学中でもお申し込みができます。

お知らせワイド
information

■募集期間
　令和７年１月７日（火）～１月２４日（金） 

■貸与期間
　 令和７年４月分より、当該学校の最短の終業

年限の終期まで

■貸与条件
　① 大学・短期大学、専門学校およびそれらに

相当すると認められる学校等に在籍する方

　②学生の扶養者が串本町に住所を有し、経済

　　的理由により修学が困難と認められる方

　③４人家族の世帯を基準とし、その合計所得

　　 金額【令和５年中】が４２０万円以下　　

であること（世帯の構成員が１人増えるご

とに５０万円を加算）

■奨学金の額
　月額　　　　　４０，０００円（毎月振込み）

　入学奨励金　１００，０００円

　（入学準備金として最初の振込み時１回限り）

■返還
　卒業後２０年以内に返還（無利子）

　※給付ではなく貸与です。いわゆる教育ロー

　　ンと同じで返済の義務があります。

　※借用書には、保護者とは別に、生計を別に

　　する連帯保証人１名が必要となります。

　　（合わせて２名の連帯保証人が必要です）

大学進学等奨学生の追加募集について

◇お問い合わせ先◇　串本町教育委員会　℡　０７３５‐６７‐７２６０

　詳しくは町ホームページをご覧いた

だくか、下記にお問い合わせください。

　ごみステーションに出されているごみ袋に黄色いシールが貼

られているのを見たことはありませんか？

　きちんと分別ができていないごみや、ごみ出しのルールが守

られていない場合、黄色いシールが貼られ収集されません。

　もし、自分が出したごみが収集されていない場合は、シール

の内容をご確認いただき、一度持ち帰って分別等し直したうえ

で、再度収集日に出し直してください。

　そのまま放置されますと、ごみステーションの他の利用者や

近隣住民の方の迷惑となりますので、ご協力をお願いします。

住民課からのお知らせ

黄色いシールにご注意！
黄色いシール

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　住民課　環境グループ　℡　０７３５‐６７‐７２１７

　詳しいごみ出しのルールや分別は、『ごみカレンダー』や『ごみの分け方・

出し方（分別早見表）』をご確認ください。

　ご不明な点がありましたら、下記にお問い合わせください。

Town Topics

　
11
月
30
日
と
12
月
１
日
の
２
日
間
、

旧
古
座
分
庁
舎
（
Ｓ
ｏ
ｒ
ａ-

Ｍ
ｉ
ｒ

ｕ
）
で
宇
宙
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催

さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
30
日
に
は
水
ロ
ケ
ッ
ト
の
工
作
と
打

上
げ
体
験
や
、
黒
い
布
に
イ
ン
ク
を
飛

ば
し
て
宇
宙
の
ア
ー
ト
を
創
作
す
る

Ｓ
シ

ブ

キ

Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
ア
ー
ト
を
実
施
。
宇

宙
に
興
味
が
あ
る
親
子
連
れ
等
が
大
勢

参
加
し
ま
し
た
。

　
１
日
に
は
、
宇
宙
日
本
食
な
ど
の
開

発
に
従
事
し
た
中
沢
孝
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
た
、「
宇
宙
食
の
作
り
方
」
に
つ

宇
宙
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
４

宇
宙
を
身
近
に
感
じ
る
イ
ベ
ン
ト
開
催

シンポジウムでの議論の様子

アートを制作する参加者

い
て
の
講
演
を
開
催
。
午
後
か
ら
は
、

ロ
ケ
ッ
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
あ
り
、
元

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
職
員
の
上
垣
内
茂
樹
さ
ん
に

よ
る
ロ
ケ
ッ
ト
の
町
へ
の
影
響
に
つ
い

て
の
基
調
講
演
の
後
、
宇
宙
タ
レ
ン
ト

の
黒
田
有
彩
さ
ん
、
串
本
町
出
身
で
タ

レ
ン
ト
の
山
本
瑠
香
さ
ん
、
串
本
古
座

高
等
学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
を
パ
ネ
リ

ス
ト
に
加
え
て
、
串
本
町
の
20
年
後
を

見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
等
を
テ
ー
マ
に

議
論
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
イ
ベ
ン
ト
に
は
２
日
間
を
通
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
方
々
が
参
加
し
、

大
盛
況
で
し
た
。

Town Topics

鈴木一好さん（右写真）への勲記が田嶋町
長から息子の一郎さんに手渡されました

　
旧
串
本
町
議
会
議
員
と
し
て
地
方
行

政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
、
令
和
６
年

６
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
鈴
木
一
好
さ

ん
（
享
年
86
・
潮
岬
）
に
旭
日
単
光
章

が
贈
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
12
月
６
日
、

串
本
町
役
場
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
鈴
木
さ
ん
は
平
成
元
年
か
ら
平
成
17

年
ま
で
町
議
会
議
員
を
務
め
ら
れ
、
16

年
の
長
き
に
わ
た
り
町
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

町
民
と
町
政
の
架
け
橋
に

鈴
木
一
好
さ
ん
に
死
亡
叙
勲（
旭
日
単
光
章
）

高
校
生
が
海
岸
を
き
れ
い
に

田
原
海
水
浴
場
清
掃
活
動

　
12
月
４
日
、
カ
イ
ロ
ス
ロ
ケ
ッ
ト
打

上
げ
の
公
式
見
学
場
と
な
っ
て
い
る
田

原
海
水
浴
場
で
、
串
本
古
座
高
等
学
校

の
生
徒
と
職
員
、
そ
し
て
ロ
ケ
ッ
ト
応

援
団
な
ど
約
40
人
が
清
掃
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　
今
回
の
清
掃
活
動
で
は
軽
ト
ラ
ッ
ク

７
台
分
の
ご
み
を
拾
う
こ
と
が
で
き
、

見
学
者
を
万
全
の
状
態
で
迎
え
ら
れ
る

環
境
が
整
い
ま
し
た
。

ごみを集める高校生
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税務課からのお知らせ

国民健康保険税にかかる仮算定廃止について③

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　税務課（国保税係）　℡　０７３５‐６２‐０５８６

お知らせワイド
information

仮算定をなくす理由
　仮算定は、納付回数が増えることで、被保険者様の負担の軽減につながっておりますが、一定数

の方に対し過度な負担を強いることにもなっております。

　まず、仮算定は前年の税額を単純に月割りした額であるため、所得が大きく下がった世帯では、

本算定の時点で本来の年税額以上の金額を支払っている場合があります。

　過払い分については後日還付されるとはいえ、本来は１年がかりで支払う以上の金額を３か月で

支払っていることとなり、低所得となった世帯にとっては大きな負担になっています。

　さらに、年間２回の通知があることで、計算内容がわかりにくく、年税額が把握しにくいなどの

問題点もありました。また、仮算定に係る事務費用（郵送料などで約８０万円）の削減にもつなが

ります。

■現行
仮算定 本算定

4月
（１期）

5月
（２期）

6月
（3期）

7月
（４期）

8月
（５期）

9月
（６期）

10月
（７期）

11月
（８期）

12月
（９期）

1月
（10期）

2月
（11期）

3月

■令和７年４月～
本算定

4月 5月 6月 7月
（１期）

8月
（２期）

9月
（３期）

10月
（４期）

11月
（５期）

12月
（６期）

1月
（７期）

2月
（８期）

3月
（９期）

・仮算定は令和７年４月から廃止

・納付回数が１１回→９回へ

・税額の通知が２回→１回へ

・年間の税額に変更はない

前回までのおさらい

　一定数の方にかかる負担や、計算内容の簡略化などを考慮し、仮算定を廃止させていただくこと
となりました。ご理解のほどよろしくお願いいたします。

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

お知らせワイド
information

　学童保育とは、保護者の就労等により、放課後、帰宅しても保護者が家庭にいない小学校在籍児

童の保育を行い、放課後における児童の安全の確保および健全育成を図るものです。

こども未来課からのお知らせ

串本町学童保育所 入所申込のご案内

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　こども未来課　℡　０７３５‐６７‐７０２７

令和７年度

※校区外の学童保育所に通所することは可能ですが、保護者による送迎が必要となります。

※�長期休暇のみ（夏休みだけなど）の利用申込みは、６月から受け付けます。定員に空きがあれば

入所できます。

※�令和７年度より、現在の出雲学童保育所（出雲小学校）と潮岬学童保育所（潮岬小学校前）につ

いては、潮岬小学校プール横に新設の学童保育所で実施します。

施　設　名 所　在　地 電　話　番　号 人数 対象小学校

串本学童保育所 串本５０８番地３ ０７３５‐６２‐６４６６ ４０名
程度 串本

古座学童保育所　　
（上野山こども園） 上野山１４３番地 ０７３５‐７２‐０２９９ ４０名

程度
西向、古座、
田原

潮岬学童保育所　　
（上野山こども園） 潮岬３３１７番地１ ０７３５‐６２‐２２３０

０８０‐１５０８‐６５１８
６０名
程度 出雲、潮岬

錦富学童保育所 二色３６０番地 ０８０‐１４７２‐５５０４ ４０名
程度

大島、橋杭、
串本西

■学童保育所の所在地

入所対象児童
町内に住所を有し、小学校に通学する児童で、

保護者が就労等のため、放課後保育に欠け、

ほかに保護者に代わる者がいない児童

６年生まで受け入れ可能ですが、入所希望児

童が多数の場合は必要性が高い児童を優先し

ます。

■

※

■学童保育入所の手続き
申込書等の必要書類の受け取り・提出は、

１月６日（月）より、こども未来課または

各学童保育所でお願いいたします。

入所申込に必要な書類
①学童保育所入所申込書

②父・母の就労証明書

③通所経路図

④源泉徴収票（令和６年分）

自営業の方は、後日、確定申告書（写し）

の提出をお願いします。

■

※

申込期間【 期間厳守 】
１月６日（月）～１月３１日（金）

（※土・日曜日、祝日を除く）

■

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。
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令
和
６
年
　
第
４
回
定
例
会
　
諸
報
告
【
要
旨
】

　
令
和
６
年
串
本
町
議
会
第
４
回
定
例

会
が
12
月
２
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を

12
月
16
日
ま
で
の
15
日
間
と
し
て
開
会

さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
後
、
田
嶋
町
長
よ
り
諸
報
告
が

あ
り
、
続
い
て
諸
議
案
に
つ
い
て
提
案

理
由
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
工
期
延
長
、
設
計
内
容
の
見
直
し
、

物
価
高
騰
等
に
伴
う
予
定
価
格
の
増
額

を
行
い
、
指
名
業
者
を
16
社
か
ら
43
社

に
増
や
し
て
９
月
12
日
に
再
入
札
を
行

い
ま
し
た
。

　
１
社
か
ら
応
札
が
あ
っ
た
も
の
の
、

予
定
価
格
を
上
回
り
入
札
不
調
と
な
っ

た
た
め
、
次
の
入
札
に
向
け
た
指
名
業

者
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果
、
体
育
館
等
を

木
造
か
ら
鉄
骨
造
と
す
る
な
ど
の
設
計

変
更
を
現
在
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
入
札
不
調
に
よ
り
、
令
和
８

年
４
月
開
校
が
難
し
い
状
況
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
計
画
内
容
を
決
定
次
第
、

速
や
か
に
保
護
者
説
明
会
を
開
催
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
す
さ
み
串
本
道
路
に
つ
き
ま
し
て
は
、

未
着
工
で
あ
っ
た
す
さ
み
南
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
付
近
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
が
着

手
さ
れ
、
難
航
し
て
い
る
橋
梁
も
上
部

工
事
が
順
次
架
設
さ
れ
る
な
ど
事
業
が

　
現
在
満
1515
歳
に
達
す
る
年
度
の
末
日

ま
で
の
医
療
費
を
無
料
と
し
て
お
り
ま

す
が
、
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
支
給

対
象
を
拡
大
し
、
満
18
歳
ま
で
の
医
療

費
を
無
料
と
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
子
ど
も
の
福
祉
向
上
に
繋
げ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
町
民
の
脳
血
管
疾
患
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
、
重
症
化
予
防
の
た
め
、
脳

ド
ッ
ク
受
検
費
用
を
助
成
す
る
『
串
本

町
脳
ド
ッ
ク
助
成
事
業
』
を
来
年
１
月

か
ら
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
助
成
対
象
は
、
年
度
末
現
在
満
40
歳

以
上
の
町
民
の
皆
さ
ま
で
す
。

　
広
報
等
で
令
和
６
年
度
は
30
名
、
令

和
７
年
度
以
降
は
60
名
を
募
集
し
、
定

員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
に
て
決
定
す

る
予
定
で
す
。

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
11
月
28
日

に
開
催
さ
れ
た
第
２
回
事
業
工
程
会
議

に
お
い
て
、
開
通
時
期
は
「
遅
延
期
間

が
２
年
を
大
き
く
超
え
な
い
よ
う
工
程

短
縮
に
努
め
る
」
と
の
報
告
を
受
け
ま

し
た
。

　
高
速
道
路
は
地
域
住
民
に
と
っ
て
の

命
の
道
で
あ
り
ま
す
の
で
、
１
日
も
早

い
開
通
の
た
め
、
今
後
も
引
き
続
き
要

望
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
10
月
15
日
に
３
回
目
の
町
内
事
業
者

■ 

高
速
道
路
関
連
事
業

■ 
串
本
町
脳
ド
ッ
ク
助
成
事
業

■ 

く
し
も
と
小
学
校
建
設
工

事
に
係
る
入
札

■  

子
ど
も
医
療
費
の
支
給
対

象
の
拡
大

■  

串
本
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
域
活
性
化
施
設

整
備
に
関
す
る
官
民
連
携
事
業

建設が進む高速道路（串本インターチェンジ付近）

　
11
月
４
日
の
町
内
一
斉
避
難
訓
練
に

は
30
地
区
、
約
１
４
０
０
人
の
方
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。
国
土
交
通
省
な
ど
主

催
の
２
０
２
４
大
規
模
津
波
防
災
総
合

訓
練
の
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
に
選
ば
れ
た

原
町
、
上
ケ
地
、
住
吉
地
区
の
訓
練
で

は
、
国
・
県
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

避
難
所
開
設
や
避
難
者
受
け
入
れ
訓
練

に
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
11
月
10
日
に
は
、
串
本
漁
港

に
お
い
て
15
機
関
が
参
加
し
て
の
串

本
・
古
座
川
官
公
署
等
連
絡
協
議
会
の

津
波
災
害
対
応
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　
年
内
打
上
げ
を
目
指
し
て
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
た
２
号
機
が
、
い
よ
い
よ

12
月
14
日
に
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
す
。
県

や
那
智
勝
浦
町
を
は
じ
め
関
係
団
体
と

連
携
し
、
渋
滞
対
策
や
公
式
見
学
場
の

運
営
等
万
全
の
体
制
を
整
え
て
、
お
越

し
い
た
だ
く
皆
さ
ま
を
お
迎
え
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
11
月
30
日
、
12
月
１
日
に
開

催
し
た
ロ
ケ
ッ
ト
打
上
げ
機
運
醸
成

イ
ベ
ン
ト
「
宇
宙
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
２
４
」
は
、
多
く
の
方
が
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
さ

れ
、
盛
会
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
11
月
11
日
、 

「
星
空
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」

と
三
十
三
銀
行
古
座
支
店
移
転
に
か
か

る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
執
り

行
い
ま
し
た
。
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
銀
行

窓
口
・
Ａ
Ｔ
Ｍ
と
も
に
多
く
の
方
が
利

用
さ
れ
、
高
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　
な
お
、
８
Ｋ
シ
ア
タ
ー
で
上
映
す

る
「
カ
イ
ロ
ス
２
号
機
打
上
げ
映
像
」

の
編
集
に
２
、
３
か
月
を
要
す
る
た
め
、

施
設
全
体
の
オ
ー
プ
ン
は
来
春
４
月
１

日
と
い
た
し
ま
す
。

　

　
宇
宙
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル「
ソ
ラ
ミ
ル
」

が
観
光
拠
点
施
設
、
ま
た
地
域
住
民
の

学
び
の
場
・
憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
準

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
串
本
町
出
身
で
東
証
プ

ラ
イ
ム
上
場
の
株
式
会
社
エ
ー
ア
イ

テ
イ
ー
・
代
表
取
締
役
社
長
・
矢や

ぐ

ら倉

英ひ
で
か
ず一

氏
よ
り
、「
郷
土
愛
あ
ふ
れ
る
教

育
行
政
推
進
の
た
め
、
給
食
無
償
化
の

一
助
に
」
と
の
申
し
出
が
あ
り
、
株

式
会
社
エ
イ
チ
ア
ン
ド
ワ
イ
名
義
で

２
０
０
０
万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆

さ
ま
に
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
寄
付
金
に
つ
い
て
は
、

ご
意
向
に
沿
う
形
で
、
本
定
例
会
の
追

加
補
正
予
算
に
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。

令和６年　第４回定例会　諸報告　

向
け
の
勉
強
会
を
開
催
し
、
８
事
業
者

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

後
は
、
12
月
末
ま
で
引
き
続
き
事
業
者

と
の
個
別
対
話
を
行
い
、
特
定
事
業
の

選
定
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
予
定
で

あ
り
ま
す
。

　
11
月
１
日
～
３
日
ま
で
の
開
催
期
間

中
、
２
日
間
は
天
候
に
恵
ま
れ
ず
関
連

イ
ベ
ン
ト
の
「
消
防
フ
ェ
ア
」
を
中
止

し
ま
し
た
が
、
最
終
日
は
天
候
が
回
復

し
、
こ
こ
数
年
で
最
高
の
来
場
者
数
と

な
り
ま
し
た
。

　
本
年
は
新
た
に
ス
モ
ー
ク
や
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
な
ど
を
使
用
し
、
神
秘
的

な
橋
杭
岩
の
演
出
に
工
夫
を
凝
ら
し
ま

し
た
が
、
今
後
も
新
た
な
趣
向
を
取
り

入
れ
、
魅
力
を
積
極
的
に
発
信
し
て
ま

い
り
ま
す
。

■ 

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

倒壊家屋救出訓練の様子

■ 

防
災
訓
練

■ 

カ
イ
ロ
ス
ロ
ケ
ッ
ト
２
号

機
の
打
上
げ

■ 

旧
古
座
分
庁
舎

　
（
Ｓ
ｏ
ｒ
ａ
︲
Ｍ
ｉ
ｒ
ｕ
）

■ 

橋
杭
岩
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

令和６年度の橋杭岩ライトアップ
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　令和５年度の一般会計・特別会計の決算が、町議会第４回定例会で認定されました。

主に一般会計の収入や使途の状況に関して、グラフなどを用いてお知らせいたします。

人件費
物件費
維持補修費
扶助費
補助費等
公債費
投資及び出資金・貸付金
繰出金
積立金
普通建設事業費
災害復旧費

合計

1.4%
1.2%
31.7%
8.0%
7.2%
4.9%
35.3%
3.0%
37.7%
11.3%
15.4%

0.4%

△

△
△
△
△

△
△
　
△

支　出 118 億 986 万円

　支出は、補助費等や普通建設費が減少

したことにより、5,067 万円の減少とな

りました。

【対前年度伸び率】

使用料及び手数料
5億1,045万円（4.2％）

繰入金
1億9,682万円（1.6％）

財産収入ほか
13億537万円（10.7％）

県支出金
6億247万円（5.0％）

地方譲与税ほか
4億9,600万円（4.1％）

　町税
15億148万円
（12.4％)

地方交付税
48億2,277万円
（39.7％）

国庫支出金
15億6,529万円
（12.9％)

収入
121億5,362万円

自主

財
源

依
存 財 源

町債
11億5,297万円
（9.5％)

自主財源 28.9％ 依存財源 71.1％

町税
繰入金
使用料及び手数料
財産収入ほか

1.2%
47.3%
56.8%

2.7%

△

△

自
主
財
源

依
存
財
源

地方交付税
町債
国庫支出金
県支出金
地方譲与税ほか

0.4%
9.9%
5.9%
7.1%
0.8%

△
△
△

合計 0.3% △

【対前年度伸び率】

収　入 121 億 5,362 万円

収入は、残土処分場の使用料が増加した一方で、
財政調整基金等の繰入金が減少したことにより、
3,241 万円の減少となりました。

支出
118億986万円
（性質別）

人件費
19億8,091万円
（16.8％)

物件費
18億5,171万円
（15.7％)

普通建設事業費
12億3,139万円
（10.4％）

公債費
13億9,351万円
（11.8％）

繰出金
11億681万円
（9.4％）

扶助費
13億7,784万円
（11.7％）

補助費等
15億3,717万円
（13.0％）

投資及び出資金・貸付金
2,154万円（0.2％）

災害復旧事業費
2億3,607万円（2.0％）

維持補修費
1億4,638万円（1.2％）

積立金
9億2,653万円
（7.8％）

まちの財政状況をお知らせします。

用語説明

～ 収 入 ～

■ 国庫・県支出金
特定の事業のために国・
県から使いみちを指定
して交付されるお金

■ 町税
皆さんから町に納めて
いただく税金

■ 地方譲与税
国税・県税のうち町の
取り分として譲与され
る税金

■ 繰入金
基金（町の貯金）の取
り崩しなどにより繰り
入れるお金

■ 地方交付税
地方税収の差を調整す
るため財政力に応じて
国から交付されるお金

■ 町債
大規模な事業を行うた
めに国・県、金融機関
から借り入れるお金

～ 支 出 ～
■ 物件費
光熱水費、備品購入費等

■ 維持補修費
公共施設の修繕など
維持に必要なお金

■ 扶助費
児童手当、医療費助成等

■ 補助費等
各種団体への負担金や
補助金、報償費など

■ 公債費
町債（町が借りたお金）
の返済に使うお金

■ 繰出金
他会計や基金へ支出す
るお金

■ 積立金
年度間の財源変動に備
えて積立てるお金

■ 普通建設事業費
道路・公園、学校等の
整備などに使うお金

■ 災害復旧費
災害により被災した施
設等の復旧に使うお金

※�この資料における計数は、原則四捨五入によっているため、端数において合計と一致しない場合があります。

　以上のことから、一般会計については、収入と支出の差引 3億 4,376 万円から翌年度へ繰り越すべき財

源 1,742 万円を除いた 3億2,634万円の黒字となりました。

 しかし、歳入では町税を中心とした自主財源や、歳入の多くを占める地方交付税が将来的に減少してい

くことが予想される中、南海トラフ巨大地震等を想定した公共施設の高台移転など多額の財源を要する事

業を実施していく必要があり、引き続き慎重な財政運営を行ってまいります。

では・・・収支は？

何のために、どのくらい使ったの？

【町民一人あたり内訳】

支出
118億986万円
（目的別）

民生費
30億9,949万円
（26.2％）

総務費
24億6,994万円
（20.9％)

衛生費
14億7,793万円
（12.5％）

公債費
13億9,351万円
（11.8％）

商工費
1億8,647万円（1.6％）

教育費
14億76万円（11.9％）

土木費
5億8,180万円（4.9％）

消防費
7億823万円（6.0％）

災害復旧費
2億3,607万円（2.0％）

農林水産業費
1億7,368万円（1.5％）

議会費
8,198万円（0.7％）

民生費　
219,139 円
（児童、高齢者の
支援など）

総務費　
174,628 円
（役場の全般的な
事務など）

衛生費　
104,492 円
（予防接種や
ごみ処理など）

公債費　
98,523 円
（町債の返済）

土木費　
41,134 円
（道路や公園の
整備など）

農林水産業費　
12,280 円
（農林業、水産業の
振興など）

消防費　
50,073 円
（消防や消防団の
活動など）

教育費　
99,035 円
（小・中学校や
公民館活動など）

商工費　
13,184 円
（観光ＰＲや
イベントなど）

議会費　
5,796 円
（議会の運営など）

災害復旧費
16,691 円
（台風被害等の
復旧）

返済！

※�令和６年３月末の住民基本

台帳人口１４，１４４人を使

用しています。

一人あたり

約 834,975 円 
が使用されています。
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特別会計収支

会 計 名 収 入 支 出 収 支
差 引

一 般 会 計
か ら の
繰 入 金 額 

会 計 名 収 入 支 出 収支
差引

一般会計
か ら の
繰入金額

後 期 高 齢 者
医療特別会計

6億866 
万円

6億224 
万円 642万円 3億7,176 

万円
有 田 財 産 区
特 別 会 計

6,003
万円 121万円 5,882

万円 ー

国民健康保険
事業特別会計

23億2,028 
万円

22億5,735 
万円

6,293
万円

2億5,500 
万円

田 並 財 産 区
特 別 会 計

2,835
万円 16万円 2,819

万円 ー

介護保険事業
特 別 会 計

28億6,702 
万円

27億8,736 
万円

7,966
万円

4億6,573 
万円

和 深 財 産 区
特 別 会 計

3,192
万円 15万円 3,177

万円 ー

下 水 道 事 業
特 別 会 計 5,904万円 6,156万円 △252

万円 784万円 古座地区財産区
特　別　会　計 987万円 16万円 971

万円 ー

串 本 財 産 区
特 別 会 計 1,475万円 59万円 1,416

万円 ー 西向地区財産区
特　別　会　計

5,091
万円 55万円 5,036

万円 ー

潮 岬 財 産 区
特 別 会 計 6,755万円 390万円 6,365

万円 ー 田原地区財産区
特　別　会　計

1,104
万円 12万円 1,092

万円 ー

出 雲 財 産 区
特 別 会 計 2,702万円 186万円 2,516

万円 ー

会 計 名 総 収 益 総 費 用 当 年 度
純 利 益

翌年度繰越利益
剰 余 金

一 般 会 計 か ら
の 繰 入 金 額

病 院 事 業 会 計 19億650万円 21億3,769万円 △2億3,119
万円

△1億6,650
万円

5億4,530万円
（うち町単独の負担は

   1億7,700万円程度）

水 道 事 業
特 別 会 計 5億4,774万円 5億1,607万円 3,167万円 7億7,169万円

2,700万円
（うち町単独の負担は

       1,400万円程度）

借入金（町債）はいくらあるの？

　町が行うさまざまな事業 ( 道路や庁舎の建設な

ど )のために長期に借り入れるのが町債です。令和

５年度は 11 億 5,297 万円を新たに借り入れて、年

度末の残高は約 153 億円になります。

　なお、町債は種類によって国から「交付税」とい

　町が行っている積立（貯金）を「基金」といいます。

令和５年度は、合併市町村振興基金 1億円などを取

崩しした一方で、地域振興基金 2億 8,467 万円など

積立金（基金）はいくらあるの？

0
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40
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特定目的基金
13億5,848万円

減債基金
7億1,065万円

財政調整基金
11億8,608万円

令和4年度末 令和5年度末

計32億
5,521万円

特定目的基金
17億6,733万円

減債基金
7億7,864万円

財政調整基金
14億8,224万円

計40億
2,822万円

う形で償還金が補てん（0 ～ 100％）されます。そ

の額は串本町の場合約 111 億円で、実質町単独で負
担する額は約４２億円となります。

を積み立てたことから、基金全体で 7億 7,300 万円

増加しています。

0

50

100

150

200 一般会計
152億

8,893万円

一般会計
154億

6,572万円

令和5年度末令和4年度末

実質負担額
（町負担分）
42億363万円

交付税措置額
（国が補てん）
110億8,530万円

総務課からのお知らせ

お知らせワイド
information

■募集団地 　※入居の際には、家賃３か月分の敷金および緊急連絡人２名の設定が必要です。
団 地 名 建設年度 所 在 地 間取り・構造 募集戸数 月額家賃 備 考

有田大山団地
（001号、003号、

004号）
平成２２年度 有田４７８番

地９
3DK
木造平屋建て ３戸 13,500円～

26,500円

・浄化槽清掃料、
　保守料入居者負担
・ZTV引込工事、
　利用料入居者負担

前地西団地
（C07号） 平成２６年度 和深４５３番

地１０
2LDK
木造平屋建て １戸 11,200円～

22,000円

上田ノ岡第2団地
（A02号） 平成２７年度 和深５９６番

地１５
2LDK
木造平屋建て １戸 11,300円～

22,300円

町営住宅入居者募集のお知らせ

■申し込み等の日程（※土・日曜日、祝日は除く）
・申込用紙の配布、受付
　[期　間 ]　  １月１４日（火）～１月２７日（月） 　８：３０～１７：１５

　[場　所 ]     【配布】 総務課（役場２階）または住民課（役場１階）で配布します。また、配布

場所まで行くことが困難な場合など、ご希望があれば郵送します。（総務

課までご連絡ください）

　　　　　　　　　　　※町ホームページからダウンロードしていただくことも可能です。

　　　　　　　 【受付】総務課（役場２階）

　　　　　　　　　　　※ 旧古座分庁舎（Sora-Miru）や郵送での受付はしておりませんのでご注

意ください。

■申込資格
　（１）串本町内に住所または勤務先を有する方

　（２） 現に住宅に困窮していることが明らかな方【原則として、持ち家のある方や現在公営住宅に

入居している方（世帯分離し、独立される方を除く）は申し込みできません】

　（３）同居しようとする親族があり、本人を含めて２人以上の世帯であること

　　　ただし、老人、身体障がい者、その他特に居住の安定を図る必要がある者として条例で定め

　　　る方については、単身で入居することができます。

　（４）町税等の滞納がないこと

　（５）本人および同居人の収入を加算して、年間所得金額が条例の規定以内であること

　（６）本人および同居人が暴力団員でないこと

  ※ 申込書類の受付後、調査により、申込資格がない方または資格が確認できない方は失格とな

　　　ることがあります。（この場合、町営住宅に入居できません）

■申し込みに必要な書類
　①町営住宅入居申込書　　　　　　②収入証明書（課税証明書または源泉徴収票等）　　

　③町税等納付状況調査同意書　　　④住民票　　　

　⑤婚約証明書（該当者のみ）

　 ※  ②（課税証明書）、④（住民票）については、町営住宅入居申込書にマイナンバー（個人番号）

をご記入いただくことで、提出を省略できます。

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　総務課　℡　０７３５‐６２‐０５５５
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お知らせワイド
information

和歌山県後期高齢者医療広域連合からのお知らせ

　後期高齢者医療制度加入者の方には、医療を受けた状況を確認できるよう、後期高

齢者医療広域連合から医療費通知を発送しています。

　これまで１月と５月の年２回発送していましたが、令和７年２月より年１回発送に

変更となります。

「医療費通知」の発送回数が変わります
\\ 後期高齢者医療制度にご加入の皆さまへ //

◇お問い合わせ先◇　和歌山県後期高齢者医療広域連合　℡　０７３‐４２８‐６６８８

従来

発送時期 掲載する診療月

１月下旬 前年1月～９月

５月下旬 前年１０月～１２月

令和７年２月発送分から

発送時期 掲載する診療月

２月中旬 前年1月～１２月

※�受診された医療機関等からの請求に基づいて医療費通知を作成しますので、医療機関等からの請求

が遅延している等の理由により、記載されないことがあります。

※�医療費通知は、医療費を請求したり、還付金を給付したりするものではありませんので、通知の受

け取り後、ご自身で手続きをしていただくことはありません。

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　産業課　農林水産グループ　℡　０７３５‐６２‐０５５８

　■日時　２月１日（土）　

　　　　　①午前の部　１０：００～

　　　　　②午後の部　１３：３０～

　　　　　（各部１時間３０分程度）

　　　　　※�参加人数により半日のみの開

催に調整させていただくこと

がありますので、あらかじめ

ご了承ください。

　ニホンザルによる農作物や生活環境への被害対策として、地域ぐるみの組織的な追い払い活動を

支援するため、動物駆逐用煙火の使用に係る講習会を開催します。

　動物駆逐用煙火は、性能および火薬量の関係上、安全に使用するために講習会を受講した方でな

ければ使用することができません。

　参加を希望される方は、１月２０日（月）までに産業課�農林水産グループへお申し込みください。

なお、安全に使用していただくため、過去に受講されている方にも定期的な受講を推奨しています。

動物駆逐用煙火（サル用追い払い花火）講習会を開催します
産業課からのお知らせ

　■場所　�串本町役場　１階　多目的ホール

（実技講習は屋外で行います）

　■内容　動物駆逐用煙火講習（座学・実技）

　■講師　有限会社紀州煙火

　■定員　各５０名程度

住民課からのお知らせ

令和６年12月2日からマイナ保険証を基本と
する仕組みへ移行しています

お知らせワイド
information

　令和６年１２月２日から健康保険証の新規発行が終了し、医療機関等受診時にはマイナ保険証に

より資格確認を行うことを基本とする仕組みに移行しました。マイナ保険証をご利用いただくと多

くのメリット（以下に記載）があるため、ぜひマイナ保険証をご利用ください。

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　住民課　℡　０７３５‐６２‐０５６１

①�今までに使ったお薬の情報や過去の特定健診の結果を、本人の同意があれば医師や薬
剤師などと共有でき、正確なデータに基づく診療・薬の処方が受けられ、お薬の飲み
合わせや分量の調整がしやすくなります。また、初めての医療機関等を受診する際に
も安心です。

②�電子処方箋に対応した医療機関等をマイナ保険証で受診すると、本人の同意のもと直
近の薬の情報も医師や薬剤師などと共有でき、重複投薬を避けたり、一緒に飲んでは
いけないお薬の処方を未然に防いだりすることができます。

③�限度額適用認定証を提示しなくても、窓口で高額療養費制度の限度額を超えた額の一
時的な支払いが不要になるので、急なケガや病気で手術や入院が必要になった場合に
も安心して医療を受けることができます。

　マイナンバーカードをお持ちでない

方や、持っていても保険証利用登録を

していない方には、保険者より資格確

認書が発行されます（当分の間自動で

発行、期間未定）。資格確認書を医療

機関で提示いただくことで、今までと

同様に保険診療を受けることができま

すが、マイナ保険証のメリットを受け

ることはできません。

　また、令和６年１２月２日時点で発

行済みの保険証については、有効期限

が切れるまで（最長１年間）はご利用

いただくことができますので、マイナ

保険証を利用しない場合はご利用くだ

さい。

メリット

医療機関での利用方法

　詳しくは厚生労働省Ｗ

ＥＢサイトをご確認くだ

さい。
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お知らせワイド
information

串本町脳ドック助成事業について

住民課からのお知らせ

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　住民課　℡　０７３５‐６２‐０５６１

■対象者
　�令和７年３月３１日時点で４０歳以上の町

民の方

※ただし、次の方は除きます。

・�脳血管疾患に関し、保険診療の適用となる

自覚症状を有する方または経過観察中の方

・加入している公的医療保険で脳ドックに関　

　する助成制度を利用できる方

・町税等を滞納している方

※�なお、この事業により脳ドックの費用を助

成された方は、次の２年度間はこの事業を

利用できません。

■対象人数
・国民健康保険被保険者の方：１５名

・後期高齢者医療制度加入者：１０名

・上記以外の方：５名

■脳ドック受検の流れ
　①�くしもと町立病院で磁気共鳴断層撮影

（ＭＲＩ）および磁気共鳴血管撮影（Ｍ

ＲＡ）を受ける

　②�けんゆうクリニックまたはこしみちクリ

ニックで診察を受ける

■受検費用
　自己負担３,０００円

■受検期間
　令和７年２月３日（月）～３月２８日（金）

■申請受付期間【必着】
　令和７年１月６日（月）～�１月１７日（金）

　令和７年 1月より、脳血管疾患の早期発見・早期治療・重症化を防ぐとともに、健康保持を図る

ため、『串本町脳ドック助成事業』を実施します。

■申請方法
　�脳ドック利用申請書に次の必要書類を添付

して住民課�医療保険・年金グループに提

出してください。

・�公的医療保険の保険資格を確認できる書類

（資格情報通知書、資格確認書、保険証等）

の写し等

・町税等納付状況調査同意書

・脳ドック受検に関する同意書・確認書

※�申請書等は住民課窓口または町ホームペー

ジで入手してください。

■受検票等の送付
・�申請の内容を審査し、適当と認めた方に受

検票等を送付します。

・�申請者が対象人数を超えた場合は抽選によ

り決定します。

・�受検票等の送付は 1月下旬を予定していま

す。

■留意事項
◎�次に該当する方はＭＲＩ・ＭＲＡ検査を受

検することはできません。

・心臓ペースメーカーを埋め込んでいる方

・人工弁を入れている方

・人工内耳を使用している方

・�義眼（磁石で眼窩内に固定されている場合）

を使用している方

・下大静脈フィルタを入れている方

◎�次に該当する方はＭＲＩ・ＭＲＡ検査を受

検することができない場合があります。

・�今までに手術をしたことがあり体内に金属

材料が入っていると言われた方

・磁石で固定する義歯を使用している方

・入れ墨、アートメイク等を施している方

・閉所恐怖症の可能性がある方

・妊娠もしくはその可能性がある方

お知らせワイド
information

住民課・福祉課からのお知らせ

「健幸（けんこう）」寿命を延ばすための講演会

　“生涯歩き続けられるまち・くしもと”を目指して「骨粗しょう症」や「ロコモ」をキーワードに『健

幸（けんこう）』に生きるためのコツを、串本ふるさと大使でもある吉村教授にお話しいただきます。

～人生100年時代の新・常識 !重要なのは骨・筋・軟骨！～

■日　　時　　２月２４日（月・祝日）　１４：００～１５：３０

■会　　場　　串本町文化センター　大ホール

■講　　師　　東京大学医学部附属病院　２２世紀医療センター

　　　　　　　ロコモ予防学講座　特任教授　吉村　典子　氏

■申込期限　　２月１４日（金）

■申込方法　　ＷＥＢフォームまたは、

　　　　　　　電話でお申し込みください。

同日、健康測定会開催！
■時間
　１２：００～１４：００　

■場所
　串本町文化センター　

　１階展示ホール・２階会議室

■内容　
　①骨密度測定・血管年齢測定・ベジチェック

　　（申込み不要）

　②大人の体力測定会（要予約・先着２０名）

　�　�６５歳以上の町民の方を対象に、インボディや握力

などを測定し、専門家が個別にアドバイスします。

　　お�申し込みは串本町地域包括支援センター

　　（℡０７３５‐６２‐６００５）まで

※�希望者が多い場合は、受付を締め切らせていただく場

合があります。また、混雑時はお待ちいただくことが

あります。あらかじめご了承ください。

◇お申し込み・お問い合わせ先◇　串本町役場　住民課　℡　０７３５‐６２‐０５６１

自衛隊和歌山地方協力本部　新宮地域事務所からのお知らせ

自衛官（学生）等の募集案内

◇お問い合わせ先◇　自衛隊和歌山地方協力本部　新宮地域事務所　℡　０７３５‐２１‐３４４９　

応 募 資 格 受 付 期 間 試 験 日 試 験 会 場

自衛官候補生
１８歳以上３３歳未満の方
（�採用予定月の末日時点で
３３歳未満の方）

年間を通じて
行っています。 �受付時にお知らせします。 受付時に

お知らせします。

陸上自衛隊 
高等工科学校
生徒（一般）

中卒（見込含む）１７歳
未満の男子

～１月１６日（木）
【１次試験】
１月２６日（日）
予備日：１月２５日（土）

田辺市民総合センター
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１月の行事カレンダー１月の行事カレンダー

日 曜 内容 担当
9 木 １歳８か月児健診 子

14 火 男性の料理教室④ 保

17 金 未就園児親子教室「きらきらくらぶ」 子

18 土 就園児親子教室「おひさまくらぶ」 子

日 曜 内容 担当
20 月 有酸素運動教室 保

22 水 産前産後サポート「リカバリーヨガ」 子

23 木 ４か月児・１０か月児健診 子

31 金 産前産後サポート「プレママ女子会」 子

お申し込み・お問い合わせ先はマークをご確認ください。

健康ポイント付与メニュー ➡

◎イベントや事業の詳細は、各担当までお問い合わせください。

■日時　１月２０日（月）１３:３０～１４:３０

■場所　串本町立体育館　　　　　　

■申込期限　１月１５日（水）　　　　　　　　　　　　

■定員　３５名（先着順）

■持ち物　 室内シューズ・タオル・ 飲み物・

　　　　　ヨガマット

有酸素運動教室参加者募集保

保 保健センター　　　　　　　　６２ - ６２０６

子 子育て世代包括支援センター　６７ - ７００７

健康だより

　妊娠出産を乗り切った身体を労って、これから

の子育てへの体力づくりと心のリフレッシュをし

ませんか？

■日時　１月２２日（水）１０:００～１１:３０

■場所　串本町役場　多目的ホール

■スタッフ　ヨガインストラクター　 城
　じょう

 千
ちひろ

湖 先生、　　　　　

　　　　　　町助産師

■対象者　 産後４か月頃から１２か月頃までのお

母さん（赤ちゃんも一緒に参加できます）

■持ち物　エプロン・母子健康手帳

■申込期限　１月１７日（金）

産前産後サポート≪リカバリーヨガ≫子

　妊娠期をどう過ごすか、お産までの準備や産後

の生活などの不安、聞いてみたいことなど、ほか

の妊婦さんや助産師さんとお話してみませんか？

■日時　１月３１日（金）１０:４５～１２:００

■場所　串本町役場　多目的ホール

■スタッフ　かづこ助産院　本
もとだて

舘 千
か づ こ

子 先生、

　　　　　　町助産師、保健師、管理栄養士

■対象者　 妊婦さんであればどなたでもご参加い

ただけます。

※ お子さんと一緒に参加を希望される方は、事前

にお申し出ください。

■持ち物　母子健康手帳

■申込期限　１月２７日（月）

産前産後サポート≪プレママ女子会≫子

■日時　１月１６日（木）

　　　　１０：００～１２：００

　　　　１３：００～１６：００　

◎お問い合わせは、串本町役場福祉課　（℡０７３５‐６２‐０５６２）まで。

献血にご協力ください

■場所　Ａコープ紀南　ＶＡＳＥＯ店

■主催　串本ライオンズクラブ

次の日程で献血を行います。ご協力をよろしくお願いします。

※�ご本人・ご家族から希望があった方を掲載しています。掲載を希望される方・
されない方は、届出の際に窓口にお申し出ください。

（１１月受付分　敬称略）

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　ご
ざ
い
ま
す

〈
出
生
児
氏
名
〉
〈
届
出
人
〉
〈
地
区
〉

美
夏�

翔
也

美
波

串

本

潮

岬

潮

岬

平山
下

竹
内

樹い
つ
き瑛え

い
と叶

音お
と
は芭ご

冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

勝
山

木
下

佐
武

伊

串　
　

大

島　
　

出

雲　
　

信
子

敏
男

紀
美
代

90�75�84�

竹
田

矢
田

岩
﨑

南
地

前
地

吉
田

濵
村

下
村

藤
井

前
田

近
藤

尾
﨑

麓兵
庫

竹
中

潮

岬　
　

出

雲　
　

田

原　
　

和

深　
　

田
並
上　

　

串

本　
　

二

色　
　

高

富　
　

和

深　
　

和

深　
　

串

本　
　

鬮
野
川　

　

潮

岬　
　

串

本　
　

田

並　
　

尚
久

セ
ツ
子

ま
ち
ゑ

直
子

露
子

幸
朗

美
智
代

恵き
よ

澄
枝

敏
夫

ノ
ブ
子

靖
弘

節
江

美
彌
代

81�89�93�90�96�95�87�81�104�9287�98�85�105�91

い
つ
ま
で
も

　
　
　
　お
幸
せ
に潮

岬　

福
井
県

武
田

荒
井

日
向

希
美

　串本町出身で東証プライム上場
企業の代表取締役社長を務められ
ている矢倉英一氏から、このほど
「故郷の子ども達のため、教育行
政の推進に」と、企業版ふるさと
納税として 2,000 万円のご寄附を
いただきました。
　寄附金は給食無償化に活用させ
ていただきます。ありがとうござ
いました。

矢
やぐら

倉英
ひでかず

一氏より
ご寄附いただきました

◇お問い合わせ先◇　串本町教育委員会　TEL　０７３５‐６７‐７２６０

　近年の物価上昇等により、維持管理経費が増加しているため、近隣施設と概ね同程度

となるよう令和７年４月１日より町外料金を次のとおり改定させていただきます。対象

の施設および改定後の料金は次のとおりです。

　施設利用の皆さまにはご負担をお願いすることになりますが、何とぞご理解とご協力

のほどよろしくお願いいたします。

　なお、町内在住の方が利用される場合の料金は従来のとおりです。

串本町総合運動公園料金（町外）串本町総合運動公園料金（町外）
の改定についての改定について

施設名 区分 午前 午後 １日

野球場 町外在住の方 8,800円 9,900円 18,150円

多目的グラウンド 町外在住の方 9,350円 10,450円 19,250円

※�今回の料金改定前に施設予約を行い、承認を受けている場合の料金は従来のとおりで

す。
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住
ま
い
の
終
活
セ
ミ
ナ
ー

　
実
家
や
わ
が
家
を
空
き
家
の
困
り
事
と

し
な
い
た
め
に
、
セ
ミ
ナ
ー
を
受
け
て
み

ま
せ
ん
か
。
　

▼
日
時　
　

　
１
月
26
日
（
日
）

　
セ
ミ
ナ
ー
：
午
後
１
時
～
午
後
２
時
　

　
個
別
相
談
：
午
後
２
時
～
午
後
４
時

　
※
相
談
は
無
料
、
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
場
所
　
　

　
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
方
法
　
　 

　 

電
話
で
①
氏
名
、
②
連
絡
先
、
③
相
談

内
容
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

串本町の人口と世帯

火災件数（１月からの累計）

建物
林野
その他
合計

１件
０件
５件
６件

交通
急病
その他
合計

６９件
８２９件
３２２件

１２２０件
※令和６年１１月末現在

お 知 ら せ
I N F O R M A T I O N

　
串
本
建
設
部
　
総
務
用
地
課

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
７
５
５

　
串
本
町
役
場
　
建
設
課

　
℡
０
７
３
５
‐
６
７
‐
７
２
６
２
　

【
ミ
ド
ル
世
代
】
オ
ン
ラ
イ

ン
企
業
研
究
会
＆
交
流
会

▼
日
時

　
２
月
８
日
（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

▼
場
所

　 

オ
ン
ラ
イ
ン
（
ス
マ
ホ
で
も
ご
参
加
い

た
だ
け
ま
す
。
メ
タ
ラ
イ
フ
を
使
用
し

ま
す
）

※
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
も
参
加
可
能

▼
参
加
企
業
数

　
20
社
程
度

▼
参
加
対
象
者

　
概
ね
35
～
56
歳
の
一
般
求
職
者

▼
主
催

　
和
歌
山
労
働
局

▼
お
申
し
込
み
（
参
加
無
料
）

　 

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
キ
ャ
リ
ア
・

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
協
会

　
℡
０
７
３
‐
４
２
５
‐
３
７
２
０

放
送
大
学
入
学
生
募
集

　
放
送
大
学
は
、
４
月
入
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

○ 
幅
広
い
世
代
の
８
万
５
千
人
以
上
の
学

生
が
、
大
学
卒
業
や
学
び
の
楽
し
み
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
学
ん
で
い
ま

す
。

○ 

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

救急件数（１月からの累計）

お
知
ら
せ

令和６年１１月末現在（前月比）

人口
男性 
女性 
世帯

１３，９４６人（－２４）
６，６２４人（－　９）
７，３２２人（－１５）

７，９０５世帯（－２２）

※令和６年１１月末現在

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
３
０
０

以
上
の
授
業
科
目
が
あ
り
、
テ
レ
ビ
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
１
科
目
か
ら
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
出
願
期
間

　
第
１
回
：
２
月
28
日
（
金
）
ま
で

　
第
２
回
：
３
月
11
日
（
火
）
ま
で

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
放
送
大
学
和
歌
山
学
習
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
７
３
‐
４
３
１
‐
０
３
６
０

※ 

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
放
送
大
学
和
歌
山
学
習
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

県
立
夜
間
中
学
体
験
授

業
会
・
個
別
相
談
会

▼
内
容

　 

夜
間
中
学
の
こ
と
を
知
り
た
い
方
や
入

学
を
考
え
て
い
る
方
向
け
の
体
験
授
業

会
・
個
別
相
談
会

▼
日
時

　
１
月
31
日
（
金
）

　
午
後
５
時
10
分
～
午
後
７
時
20
分

▼
場
所

　
東
牟
婁
振
興
局
（
新
宮
市
）

▼
そ
の
他

　
参
加
費
無
料

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
　
義
務
教
育
課

　
℡
０
７
３
‐
４
４
１
‐
３
６
６
２

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も

　
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

※ 

開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

移

動

県

民

相

談

の

開

催

に

つ

い

て

▼
日
時

　
１
月
15
日
（
水
）

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

（
相
談
時
間
は
１
件
に
つ
き
約
20
分
）

▼
場
所

　
東
牟
婁
振
興
局
（
新
宮
市
）
　

▼
内
容

　
土
地
・
建
物
、
借
地
・
借
家
、
相
続
、

　
離
婚
、
金
銭
関
係
、
損
害
賠
償
な
ど
の

　
法
律
問
題
（
弁
護
士
が
無
料
で
相
談
）

　
お
よ
び
行
政
相
談

▼
事
前
受
付
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
１
月
６
日
（
月
）
午
前
９
時
～

　
東
牟
婁
振
興
局
総
務
県
民
課
へ

　
　
　
　
　
電
話
予
約
（
先
着
９
名
）

　
℡
０
７
３
５
‐
２
１
‐
９
６
０
７

各
種
相
談
に
つ
い
て

◎
人
権
相
談
（
特
設
相
談
所
）

　
１
月
10
日
（
金
）

　
会
場
：
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
２
階
　
会
議
室
Ｂ

　
　
　
　�

旧
古
座
分
庁
舎
（
Ｓ
ｏ
ｒ
ａ
‐

Ｍ
ｉ
ｒ
ｕ
）

　
　
　
　
２
階
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

◎
人
権
・
行
政
相
談

　
１
月
16
日
（
木
）

　
会
場
：
須
江
漁
村
セ
ン
タ
ー

※
開
催
時
間
は
、
各
相
談
と
も

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分
で
す
。

▼
納
期
限
　
１
月
31
日
（
金
）

・
町
県
民
税
（
４
期
）

・
国
民
健
康
保
険
税
（
10
期
）

・
介
護
保
険
料
（
10
期
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
７
期
）

※
納
期
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
地

　
方
税
法
に
基
づ
く
延
滞
金
が
加
算
さ
れ

　
ま
す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

◎
納
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
役
場

　
税
務
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
５
８
６

相
談

今
月
の
納
税

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。
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【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

【時間】
 午後1時～午後6時30 分
【場所】
 潮岬望楼の芝

※荒天の場合は１月２５日(土)に延期

本
州
最
南
端
の

火
祭
り

１ 月１８日  （土）

＜お問い合わせ先＞
　南紀串本観光協会
　℡ ０７３５-６２-３１７１

南紀串本観光協会

午後1時～ 5 時

　　物産販売

　　モデルロケット打ち上げ体験会

　　（先着15 名※小 ・中学生対象）

午後 4 時 30 分～

　　しょらさん鍋のふるまい

　　串本節保存会、 潮岬節保存会、

　　串本町トルコ文化協会による公演

午後 ５ 時～

　　芋餅販売

午後 5 時 15 分～

　　式典、 挨拶

午後 5 時 20 分～

　　餅まき

午後 5 時 30 分～ 6 時 30 分 （終了予定）

　　火矢射式 （串本古座高等学校弓道部）、

　　花火、 芝点火


